
































































































































明治 8 年（1875）9 月に創設した。津田は天保 8 年（1837），下総国佐倉藩（現・千葉県）に



























1 月 10 日に創刊され，わが国で最も初期に刊行された民間農業雑誌の 1 つであった。また同
誌は，農業雑誌に限らず短命なものが数多くあった明治初期に創刊された雑誌としては珍しく，




















































































に関するものが多かったことを明らかにしたが，第 1 号から第 147 号にとどまっており，第



























































































































































































































































































































































































   
横浜における




































































































































































































































Curtis Hepburn）の妻クララ・メアリー・リート（Clara Mary Leete）も，当時日本で入手し
にくかった西洋野菜・果実を自ら栽培した 1人である。 
ヘボン夫妻の詳細な来歴については，高谷（1961）や望月（1987）等，諸先行研究があるた











































































































かったが，同 5年（1872）には約 2反，同 10年（1877）には約 6反まで拡大した。また，同






















まずは，居留外国人の人口の推移をみてみたい。安政 6 年（1859）の開港時には 44 人だけ
であった人口は，文久 2年（1862）に 220人，慶応元年（1865）に 1,130人，明治 2年（1869）





































































































同家には，宝暦 12 年（1762）から明治 34 年（1901）までの約 140 年間，5 代にわたる日
記が残されているが，5 代昭知の代である明治 17 年（1884）以降，表 1-1 に示すように西洋





















































































































































































































































































































































氏 綴 字 書
ウイルソン氏
第 一 二 読本






数 学 実 験
2
パ ー レ ー 氏
万 国 史
ユ ウ マ ン氏
植 物 学
数 学 実 験
1 物 理 学
フ ー カ ル氏
動 物 学
数 学 実 験
1 9 農 業 初 歩 耕 圃 学 代 数 学 実 験
2 8 農 業 新 論 菓 実 学 代 数 学 実 験
3 7 農 業 新 論 家 禽 学 代 数 学 実 験
1 6 植 生 如 何 農 業 器 械学 幾 何 学 実 験
2 5 植 養 如 何 牧 牛 学 幾 何 学 実 験
3 4 牧 牛 学 牧 羊 学 幾 何 学 実 験
1 3 牧 馬 学 農 業 化 学 三 角 術 実 験
2 2 農 業 化 学 農 業 経 済学 三 角 術 実 験
3 1 農 業 化 学 農 業 経 済学 三 角 術 実 験
植 物 学 動 物 学 植 物 生 理学 動 物 生 理学
物 理 学 化 学 地 質 学 鉱 物 学
昆 虫 学 獣 医 学 解 剖 学 山 林 学
土 木 学 空 中 現 象学 農 業 簿 記学 測 量 学
経 済 学 終 身 学 心 理 学 交 際 学
論 理 学




3 4 菓 実 栽 培 五 穀 ， 牧 草 数 学 実 験
1 3 農 業 化 学 有 益 植 物 数 学 実 験
2 2 家 禽 ， 密 蜂 牧 牛 学 数 学 実 験































数 学 実 験





















代数学 6 機械学 6
物理化学及無機化学 6 動物学 3
英語 6 植物学 3
国語 4 果樹栽培 3
練兵 2 英語 4
農業実習 6 国語 2
幾何学及解析幾何 6 練兵 2
有機化学及実験 8 農業実習 適宜
農学 4 天文学及地誌 6
英語 2 畜産学 3
演説法 2 英文学史 6
自在画及幾何画法 3 造園学 3
練兵 2 英和作文及翻訳 2
農業実習 6 練兵 2
農芸化学及分析化学 8 高低測量及製図 3
植物学 3 物理学 6
人体解剖及生理学 3 獣医学及実習 6
英語 2 地質学 4
演説法 2 簿記 4
農学 4 臨機英語討論 2
練兵 2 顕微鏡学 3
農芸教育 6 練兵 2
三角衛及測量 6 土木工学（道路、鉄道、水利工学） 6
定量分析 8 心理学 4
植物学 4 経済学 4
農学 2 英語演説 1
















































学期 時 学科 年級 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
農学講義 化学講義 農学講義 化学講義 農学講義
カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏
化学講義 農学講義 農学講義 化学講義





化学講義 農学講義 化学講義 農学講義 化学講義
キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏
農学講義 化学講義 農学講義 化学講義 農学講義
10:00～ カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏
11:00 化学講義 獣医学講義 化学講義 獣医学講義 化学講義
キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏
獣医学講義 化学講義 獣医学講義 化学講義 獣医学講義
ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏
11:00～ 2、1 原生学訳講 原生学訳講 原生学訳講 原生学訳講









学期 時 学科 年級 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
農学講義 化学講義 農学講義 化学講義 農学講義
カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏
化学講義 農学講義 化学講義 農学講義 化学講義
9:00～ キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏
10:00 獣医学講義 化学講義 獣医学講義 化学講義 獣医学講義
ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏
化学講義 解剖原生学講義 化学講義 解剖原生学講義 化学講義
キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏
議事箚記及日記験訂 記簿法 記簿法
10:00～ カスタンス氏 カスタンス氏 カスタンス氏
11:00 議事箚記及日記験訂 記簿法
カスタンス氏 カスタンス氏
化学講義 農学講義 化学講義 農学講義 化学講義
キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏
農学講義 化学講義 農学講義 化学講義 農学講義
11:00～ カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏
12:00 化学講義 獣医学講義 化学講義 獣医学講義 化学講義
キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏
解剖原生学講義 化学講義 解剖原生学講義 化学講義 解剖原生学講義
ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏 キンチ氏 ブライド氏
農業実践講義 実験化学 図学 農学実践講義 実験化学
カスタンス氏 キンチ氏 多賀章人 カスタンス氏 キンチ氏
実験化学 農業実践講義 図学 実験化学 農業実践講義
13:00～ キンチ氏 カスタンス氏 多賀章人 キンチ氏 カスタンス氏




農業実習 実験化学 図学 農業実習 実験化学
カスタンス氏 キンチ氏 多賀章人 カスタンス氏 キンチ氏
実験化学 農業実習 図学 実験化学 農業実習





農業実習 実験化学 農業実習 実験化学
カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏
実験化学 農業実習 実験化学 農業実習
15:00～ キンチ氏 カスタンス氏 キンチ氏 カスタンス氏
16:00 原生学訳講 原生学訳講 原生学訳講 原生学訳講
鈴木宗泰 鈴木宗泰 鈴木宗泰 鈴木宗泰
原生学訳講 原生学訳講 原生学訳講 原生学訳講









































































学農社農学校の生徒数は開校初年の明治 8 年（1875）にはわずか 15 名のみであったが，漸





















学農社創設翌年の明治 9年（1876）1月 10日，『農業雑誌』が創刊された。当初は月 2回のペ
ースで刊行され，編輯長・津田，編輯兼印務係・二木政佑，十文字信介をはじめとした学農社
社員が執筆した。同誌は毎号表紙裏，のちに表紙にジョージ・ワシントンの言葉の原文



































池田 次郎吉 静岡県 1863-1944
磯村 　貞吉
巌本　 善治 兵庫県 1863-1942




片寄　　 俊 宮崎県 1851-？
古河 喜三郎
近藤　 賢三
坂本 理一郎 秋田県 1861-1917
十文字 信介 宮城県 1852-1908
十河 理喜蔵
爾 　　師応
高千穂 宣麿 京都府 1865-1950
滝 　　七蔵 鳥取県 1859-1903
田沢 　　耕










福羽 　逸人 島根県 1856-1921
古田　 喜一
古市 与一郎 三重県 1828-98
古東 　英一
前田 吉太郎
丸岡 重五郎 新潟県 1850-1915
水島 　義生
三田　 義正 岩手県 1861-1935
三輪 振次郎
村井　 経次




















































































の説」（第 17 号・同年 9 月刊行），「蕃茄を調理する新法」（第 45
号・明治 10年〔1877〕11月 15日刊行），「蕃茄の貯法並に蕃茄醤製造法」（第 63号・同 11年





























































他に「松葉うどの説」（松葉うど＝アスパラガス，第 21 号・明治 9 年〔1876〕11 月刊行），





























発行年月日 号数 タイトル 著者の属性 著者名
1876.4 第8号 玉蜀黍の説　一名とうきみ又はなんきんきみ 津田 仙
〃 〃 玉蜀黍の調理法 二木 政佑





1876.7 第13号 甘藍の説　原名「カベーヂ」 堤 幹已




〃 〃 球菜「コールラビ―」の説 学農社 財津 修吉


















経験に基づいたタマネギの栽培指南（第 87号・明治 12 年〔1879〕8 月 15 日刊行）と，島根
しかし，創刊から 15年後の明治 24年（1891）に，読者からの投稿記事で大きな反響を呼んだ
のが，大阪府南郡土生郷村（現・岸和田市）の坂口（阪口）平三郎による「玉葱栽培の利益」





じめとした栽培経費が 16円 6銭であったのに対し，売上高が 47円 25銭で差引き 31円 19銭
もの高利益を得たことを示した。さらには，希望する読者に採種した種子を分与した。そして，
分与希望者からの質問に応じ，第 427 号（同年 11 月 15 日刊行）で「玉葱栽培法補遺」と題
し，再び栽培法の要点と採種法を記した。また，調理法についても「通常の葱と大抵同一般な
るを以て別に記載を要することなし但し洋食に用ふる調理法ハ予未だ試ミざるゆゑ詳知せず」

















































品目 販売単位 価格 品目 価格 品目 価格
西洋いちご 100本 50銭 玉蜀黍7種 各5銭 ピース各種 各5銭
西洋わさび 〃 1円 玉葱 10銭 ビーンス 5銭
松葉うど 〃 50銭～3円 西瓜各種 不明 パルセニップ 〃
菊芋 〃 50銭 甜瓜各種 〃 萵苣 〃
朝鮮あざみ 10本 〃 花はぼたん 20銭 苦苣 〃
はぼたん 〃 赤茄子 〃
松葉うど 10銭 甜菜 〃
大韮 〃 大芹 10銭



















































































































































た片寄俊とともにかかわり，明治 19 年（1886）1 月には同園園長に就任した。同時期には明
治 12 年（1879）に開設された神戸阿利襪
オ リ ー ブ











































最後に，福羽のその後の経歴を見ておこう。明治 34 年（1901）から同 39 年（1906）にか
けて行われた，植物御苑の庭園への改造に携わり 2），明治 40 年（1907）には宮内省内苑局長






タイトル 発行所 発行年月 備考
1 甲州葡萄栽培法　上巻 有隣堂 明治14年（1881）3月
2 紀州柑橘録 有隣堂 明治15年（1882）11月
3 伊豆諸島巡回報告 有隣堂 明治16年（1883）2月
4 蔬菜栽培法 博文館 明治26年（1893）3月
5 果樹栽培全書 博文館 明治29年（1896） 全4巻（第一～第四）
6 千九百年巴里万国大博覧会園芸部報告 農商務省 明治35年（1902）4月
7 果樹蔬菜高等栽培論 博文館 明治41年（1908）8月




1 植物水中培養法 『農業雑誌』　第44号 明治10年（1877）10月
2 醸酒用葡萄樹ノ種類ヲ撰フヘキ説 『大日本農会報告』 　第1号 明治14年（1881）8月
3 柑類ノ害ヲ除ク法質問並答 『大日本農会報告』 　第5号 明治14年（1881）11月
4 菓木ノ鼠害ヲ被リタルヲ療スル法質問並答 『大日本農会報告』 　第8号 明治15年（1882）2月
5 苹菓害虫ノ説 『大日本農会報告』 　第9号 明治15年（1882）3月
6 梨樹病害質問並答 『大日本農会報告』 　第15号 明治15年（1882）9月
7 藩籬用樹種質問並答
8 交趾支那産球根葡萄説
9 君遷子食用法質問並答 『大日本農会報告』 　第26号 明治16年（1883）8月
10 百果結実ノ多少ヲ平均ナラシムル法質問并答 『大日本農会報告』 　第27号 明治16年（1883）9月
11 福羽逸人氏の答 ​ 『万年会報告』 　 第5巻第10号 明治16年（1883）10月
12 鳴門蜜柑解説農産品評出品解説会 『大日本農会報告』 　第29号 明治16年（1883）11月
13 全国葡萄栽培諸件質問並答 『大日本農会報告』 　第34号 明治17年（1884）4月
14 交趾支那産球根葡萄試植の景况 『大日本農会報告』 　第37号 明治17年（1884）7月
15 圃作改良論 『大日本農会報告』 　第48号 明治18年（1885）6月
16 阿利襪繁殖論 『大日本農会報告』 　第50号 明治18年（1885）8月
17 薔薇栽培法に就て 『農業雑誌』　 第450号 明治25年（1892）7月
18 蔬菜促成栽培法 『大日本農会報』 　第152号 明治27年（1894）5月
19 唐林檎熟否の件質問及答 『大日本農会報』 　第158号 明治27年（1894）11月
20 園芸学ニ就テ 『東洋学芸雜誌』　 第164号 明治28年（1895）5月
21 柑橘に関する意見 『大日本農会報』 　第179号 明治29年（1896）8月
22 柑橘に関する意見　（No.21の全文転載） 『果物雑誌』　 第21号 明治29年（1896）8月
23 露西亜万国園芸博覧会視察報告書 『農商務省商工局臨時報告　明治32年』　第6冊 明治32年（1899）12月
24 梨の説 『果物雑誌』　 第74号 明治36年（1903）2月









立花寛治は安政 4 年（1857）9 月，柳河藩 12 代藩主・立花鑑寛の次男として生まれた。慶































品目 品種数 品目 品種数
苹果（リンゴ）* 66 葱頭（タマネギ）* 4
梨* 105
柑類* 69
枇杷 8 甘藍（キャベツ）* 4
柿 27 花椰菜（カリフラワー）* 3
桃* 27 萵苣（レタス）* 6
桜桃 4 塘萵（セロリ）* 4
葡萄* 105 胡瓜 5
無花果* 4 冬瓜 2
蘿蔔（ダイコン） 11 南瓜* 5
蕪菁（カブ） 4 西瓜* 4
牛蒡 3 甜瓜（マクワウリ，メロン）* 7
胡蘿蔔（ニンジン）* 4 扁蒲（ユウガオ） 2
蕪菁甘藍（コールラビ）* 1 瓜（シロウリ） 4
芋（サトイモ） 3 茄（ナス） 1














































に毎号掲げられていたジョージ・ワシントンの言葉“Agriculture is the most healthful, 
mostuseful and most noble employment of man”の漢訳），「明治辛巳春三月除華盛頓之語贐
橘君之越中国」と揮毫した掛軸を贈っている。図 3-1 に示した写真がその掛軸であり，現在も
同市の橘の親族宅に所蔵されている。 
































































































































る静岡県掛川の岡田良一郎，群馬県で 14 町歩以上にも及ぶ広大な敷地を買い入れ，11 名の同
人とともに「共農舎」農場を開設し，共同経営を目指した武藤幸逸などはその代表である。 











































































3 山崎 庄三 理事 南深志町 ○ ○ ○ K，S，H M32東筑摩郡議。
4 河野 百寿 〃 南深志町 戸長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ K，D，H 長野県勧業世話掛。
5 神田 久蔵 〃 南深志町 ○ ○ ○ ○ K，H
6 丸山 登 〃 神戸新田村 ○ ○ ○ ○ C，K，S，D，H
7 藤牧   啓次郎 書記 神林村 ○ ○ ○ ○ S，D，H
M14第1回全国農談会出
席。
8 上条四郎五郎 新村 C，N（M12～14），S，H
9 波多腰  幸内 新村 戸長 C，S，H
10 波多腰  五郎 新村 S，H
11 新村   杢十郎 新村 副戸長 ○ H M24東筑摩郡議。
12 百瀬   理十郎 波多村 ○ S
13 上原   東一郎 和田村 副戸長 ○ ○ ○ S，H
14 窪田   庄次郎 和田村 副戸長 ○ ○ S，H
東筑摩郡勧業委員，歌人
窪田空穂の父。
15 窪田 勘蔵 和田村 副戸長 ○ ○ ○ S，H
16 宮嶋 清門 和田村 ○ H
17 藤牧   又次郎 神林村 ○ ○ S，D，H
18 一条 伍郎 神林村 H
19 筒井 恒蔵 神林村 H
20 杉山   武十郎 二子村 H
21 三溝 久門 洗馬村 H
22 橋爪 多門 岡本村 ○ ○ C，K，N（M12～17），S，H
23 大池   忠五郎 山本村 H M32東筑摩郡議。
24 折井 庄司 深志村 副戸長 ○ ○ ○ ○ C，K，N（M19～24），S，H
M14松本銀行頭取，
M24東筑摩郡議。
25 細萱   兵三郎 南深志町 H
26 安藤   縫次郎




28 丸山 角平 神戸村 ○ ○ ○ S，H
29 古田 清平 筑摩地村 C，K，S，H
30 中田   東一郎 信楽村 S，H
31 中田 貢 信楽村 K，N（M12～14），S，H
32 両角   恭四郎 新村 ○ ○ S，D，H
33 池上 辰司 筑摩村 H
34 西条 重吉 ○
35 新田   茂八郎 南深志町 ○ ○ H
36 上条 秀三 神林村 ○ ○ H
37 土橋 喜寿 M14.5退会
38 務台   吉太郎 南深志町 ○ ○ ○ ○ H
39 武藤 清博 神林村 ○ ○ ○ H
40 井垣   卯七郎 南深志町 ○ ○ H
41 大和   連次郎 小俣村 S，H
42 大野 与七 北深志町 H
43 大池 源重 M13.12退会
44 山崎   庄十郎 南深志町 H
45 松木 敬基 深志村 ○ ○ ○ ○ D，H
46 藤井   佐衛門 里山辺村 ○ ○ ○ ○ D，H
47 福井 豊七
48 寿村   徳十郎 H
49 有賀 市郎 並柳村 ○ ○
50 三原 文七 ○ ○ ○ ○ H
51 三浦 覚平 南深志町
52 金井　潭 岡本村 ○ ○
入会年月不明。M5『信
飛新聞』創刊。
53 青木　禎一郎 塩尻村 ○ ○ ○ ○ C M13.12入会
54 高畑　一作 波多村 M14.5入会





































しかし第 2次府県統合により，明治 9年 8月に筑摩県のうち旧信濃国は長野県へ，旧飛騨国


























稲作において『農業三事』に取り上げられた媒助法を施したのを皮切りに 4），翌 8 年（1875）
からは戸長・百瀬清平も加わり同法を稲作に施し，さらに翌 9年（1876）には麦作にも施した。
同年には北深志町の岩岡梅寿が，媒助法を行うための農具・津田縄の製造を始めたほか，信楽







































幹事の稲垣重為は同協会設立直後に製糖に用いるかまど 1 基を寄付したほか，明治 14 年 4 月
には『蘆粟砂糖製造法』を執筆，出版した（松本農事協会，1880b：3丁；稲垣編，1881）。そ







次いで，明治 13 年 12 月からは島内村の奈良井川沿いの官有地を借り受け「水作場」（松本
農事協会，1880e：9 丁）を設置した。「水作」とは河川水を利用した流水栽培のことである。
最初に手がけたのは「南深志町ニ寄寓スル松野真三郎」（稲垣述，発行年不明：1丁）という人
物で，同協会設立の前年である同 12 年（1879）9 月のことであった。水作を試みたきっかけ
は，長野県内の河川は地形上急流が多く，当時はしばしば水害を引き起こし，川沿いの土地に
荒地が多かったこと，また，学農社農学校の第 1期生で，のちに明治園芸界の第一人者となる
















































物・組織が名を連ねた。この撰種会に関連して，松本農事協会では明治 14 年 5 月に『種子交
換規約書』（松本農事協会，1881e）を発行し，各府県の勧業課に郵送した上で，撰種会会員に
転送させた。また，「交換規約実施上各地ノ景況ニ通暁スルハ最緊要ノ事」であるとして，会員


























































また，明治 14 年（1881）4 月に農商務省が設置され，内務省に代わって勧農政策を担うこ
ととなったが，農作物の試作や種苗の頒布を行っていた三田育種場は，先述した官業払下げに





































やカボチャ，ホウレンソウの苗を購入している。例外はジャガイモで，同 21年 4月 28日に米
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国種の「バーモント」を 10 貫目，オーストリア種の「コブセルス，フル井，バイゼ，ローセ

































































6） 長野県立歴史館所蔵・長野県行政文書 明 20-2C-9「度量衡之部・勧業雑件・種苗之部・洋
種馬貸与之部・通信雑件（全）」（1887年）。 
7） 注 6）に同じ。 
8） 松本市文書館所蔵・窪田家文書 和田 11「農事試作場出納簿」（1888年）。ジャガイモの
品種名と原産国については，竹中編（1885）も参照した。 
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A Study on Sen Tsuda and Gakunosha, an Enlightening Agricultural Association: 
Focusing Dissemination Activity of Western Vegetables and Fruits 




The opening of Japan to the outside world at the end of the Tokugawa Shogunate and 
the civilization that followed the Meiji Restoration had a major impact on Japan's 
agriculture. The Meiji government introduced Western technology and promoted the 
modernization of various industries as part of its policy of industrial development, and the 
agricultural sector was no exception. However, in Japan, where the climate and land 
conditions differed from those of Europe and the United States, the government's 
unilateral promotion of the transplantation of Western agricultural methods and the 
cultivation of Western crops did not lead to their establishment. 
On the other hand, there were many agricultural leaders called "rounou" throughout the 
country. They researched and improved agricultural methods while farming, and 
sometimes wrote agricultural books to share their experiences and techniques. However, 
their techniques were based on experience and lacked systematicity and universality in 
many respects. 
Under these circumstances, there was a private agricultural society that advocated the 
necessity of modernization and improvement of agriculture by farmers, while adopting 
Western agronomy, and carried out educational activities. This was the Gakunosha, which 
we will focus on in this study. 
Gakunosha was founded in September 1875 by Sen Tsuda, an agricultural enlightener 
who is also known as the father of Umeko Tsuda, the founder of Tsuda University. Sen 
Tsuda was born in 1837 in the Sakura domain of Shimofusa Province (now Chiba 
Prefecture), and after studying Western learning in Edo (now Tokyo), he became a 
shogunate vassal. In 1867, he was dispatched to the U.S. as a member of the Shogunate's 
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mission to the U.S., where he was impressed by the country's great farming methods and 
the richness of the lives of its farmers. After the Meiji Restoration, he became the director 
of the Tsukiji Hotel, a hotel for foreigners, where he personally cultivated asparagus, 
cabbage, apples, and other ingredients for cooking, and is known as a pioneer who 
introduced and introduced Western vegetables and fruits to Japan. In 1873, he was 
dispatched by the Meiji government to be in charge of agriculture at the Vienna World 
Exposition held in Austria. During his stay in Vienna, he learned about horticulture from 
the Dutch agronomist Daniel Hoobrenk, and in 1874, after returning to Japan, he wrote a 
book on what he had learned from Daniel Hoobrenk, "Nogyo Sanji," which became a 
bestseller. Based on this experience of learning about agriculture in Europe and the 
United States, Sen Tsuda believed that the development of Japanese agriculture would 
contribute to the realization of a wealthy nation and the improvement of the lives of the 
people and farmers, and so he founded Gakunosha. 
Gakunosha was involved in three main businesses: the management of the 
“Gakunousha Nougakkou” (school of agricultural), the publication of the “Nogyo Zasshi” 
(Agricultural Magazine), and mail order sales of seeds and seedlings. 
The first project was to operate the Gakunousha Nougakkou. The school was opened on 
September 1, 1875, the same day as the founding of Gakunosha. At the school, Western 
agriculture was taught through lectures using Western agricultural books and practical 
training at the farm attached to the school. The school was only open for a short period of 
time, and closed in 1884 due to the opening of the government-run Sapporo Agricultural 
School and Komaba Agricultural School, but as a modern agricultural educational 
institution, it was ahead of both schools. However, graduates include Kizo Tamari (later 
moved to Komaba Agricultural School, 1st gen member of the Department of Agriculture, 
Professor of Imperial University Agricultural University, First Principal of Morioka 
Higher Agricultural and Forestry School, etc.) and Shinsuke Jumonji (Principal of 
Hiroshima Prefecture Agricultural School, Principal of Hiroshima Prefecture Agricultural 
School) Etc.), Hayato Fukuba (Director of Banshu Vineyard, Director of Botanical Garden 
of Miyauchi Province, etc.), and many others who played an important role in the 
development of agriculture, agriculture, and agricultural administration during the Meiji 
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era. 
The second project was the publication of the “Nogyo Zasshi” which was first published 
on January 10, 1876, the day after the founding of Gakunosha, and was the earliest 
published private agriculture in Japan. The first issue of the magazine was published on 
January 10, 1876, the year after the founding of Gakunosha, and was one of the earliest 
private agricultural magazines published in Japan. The magazine continued to be 
published for a total of 1,221 issues for 44 years until 1920, which was unusual for a 
magazine launched in the early Meiji period, when many magazines were short-lived. The 
circulation reached about 4,000 to 5,000 for each issue. Its readers were located all over 
Japan, and it was read mainly by wealthy farmers. Most of the editorials and articles were 
written by Tsuda and Gakunosha employees, and many of them dealt with Western 
farming methods, cultivation of Western vegetables such as corn, cabbage, and onions, as 
well as dairy and livestock farming. 
The third business was mail order sales of seeds and seedlings. The third business was 
the mail-order sales of seeds and seedlings. The first advertisement for the sale of 
American corn seeds appeared in the 8th issue of the Agricultural Journal (April 1876), 
along with the article "The Theory of Corn" written by Sen Tsuda. This is said to be the 
first mail-order sales in Japan, not only for seeds and seedlings. The magazine continued 
to sell a variety of domestic and foreign seeds and seedlings, including Western vegetables, 
which were difficult to obtain at the time. 
As described above, Sen Tsuda and Gakunosha introduced Western agriculture and 
agricultural methods to farmers from a private sector perspective, and advocated the need 
for farmers to improve and modernize their own agriculture. He was also a pioneer in the 
introduction of Western vegetables, agricultural and agricultural education, publication of 
agricultural magazines, and mail order sales of seeds and seedlings. Tsuda was also 
enthusiastic about social activities other than agricultural enlightenment. He participated 
in the Meirokusha, an academic society founded by Arinori Mori and Yukichi Fukuzawa , 
and was also involved in the prohibition movement, women's education, education for the 
blind, and the movement against the Ashio mine poisoning as one of the three outstanding 
figures in the Meiji Christian world along with Jo Niijima and Masanao Nakamura. 
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As the three masters, he was involved in the abstinence movement, girls' education, 
blind school education, and the movement against Ashio mine poisoning. 
However, the agricultural enlightenment activities of  Sen Tsuda and Gakunosha 
have not been given much importance in the field of agricultural history and economic 
history so far, even though they are distinct from the agricultural policy and old 
agricultural technology. There are still many unanswered questions about how the 
enlightenment activities of him and the company influenced and changed the farmers and 
actual agricultural practices of the time. 
In the following four chapters, I have clarified how the graduates of the school and the 
readers of the magazine accepted and practiced the cultivation of Western vegetables and 
fruits through their education at Gakunosha Nougakkou and the “Nogyo Zasshi”, and how 
they contributed to the improvement and modernization of agriculture, including the 
spread of Western vegetables and fruits in the region and in Japan. 
In Chapter 1, before describing the enlightenment activities of Gakunosha regarding 
Western vegetables and fruits, I took up the cultivation of Western vegetables in 
Yokohama, a port city opened at the end of the Edo period, and its surrounding farming 
villages as a prehistory, which is known as one of the first places in Japan where Western 
vegetables were introduced. 
It is said that Yokohama was one of the earliest areas in Japan where Western 
vegetables were introduced, but unlike the activities of Sen  Tsuda and Gakunosha, the 
cultivation of Western vegetables expanded regardless of the introduction of the Western 
agricultural method based on the agricultural policy and the subsequent change in policy. 
However, while existing studies have devoted much space to the development process of 
cultivation, they have made little mention of the specific ways in which vegetables were 
consumed, and there has been little examination of the background to the spread of 
cultivation. 
Therefore, this chapter examines the reasons why the cultivation of Western vegetables 
spread in Yokohama at the end of the Tokugawa Shogunate and during the Meiji period, 
without being influenced by the policies of the time, from the perspective of consumption 
factors. Specifically, the population of foreign residents and the number of hotels and 
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Western restaurants at that time were clarified from literature. 
In Chapter 2, I examine the activities of Sen Tsuda and the Gakunosha in promoting 
Western vegetables and fruits, focusing on the company's early years from 1875 to 
1877.First, I will discuss Tsuda's work as a director of the Tsukiji Hotel, a hotel for 
foreigners, in 1869-1970, prior to the founding of Gakunosha, and how he personally 
cultivated Western vegetables as ingredients for the food served at the hotel. Next, I gave 
an overview of Gakunosha and the "Nogyo Zasshi" published by the company, and then 
examined the editorials and articles in the magazine, as well as the trend of mail order 
sales of seeds and seedlings in the magazine. Then, from the articles submitted by readers, 
the results of the educational activities and the actual state of agriculture at that time 
were clarified. 
Chapter 3 focuses on the dissemination of Western vegetables and fruit s by graduates 
of the Gakunosha Nougakkou, focusing on the activities of four graduates of the School: 
Hayato Fukuba, Tomoharu Tachibana, Jin Tachibana, and Masataro Atoji, who were 
involved in the research and cultivation of Western vegetables and fruits. I also examined 
the influence of their study experience at the school on their agricultural activities and 
their contribution to the promotion of agriculture in the region and the country. As a 
result, it was revealed that Hayato Fukuba, Tomoharu Tachibana, and Jin Tachibana 
were motivated to engage in the promotion of Western vegetables and fruits by their study 
experience at the Gakunosha Nougakkou, and like Sen Tsuda and Gakunosha, they 
conducted research and cultivation based on the principle that the modernization and 
development of agriculture would enrich the nation and its people. On the other hand, 
Masataro Atoji's studies at Gakunosha Nougakkou became the source of his knowledge in 
cultivating Western vegetables. After graduating from the school, he returned to his 
hometown of Ishikawa, where he studied English and became active as an educator, but at 
the time he cultivated Western vegetables to earn money for school and living expenses, 
and to meet the demands of foreign teachers and missionaries. The Gakunosha 
Nougakkou produced not only graduates such as Kizou Tamari and Shinsuke Jumonji, 
who were active as agricultural scientists, agricultural educators, and agricultural 
bureaucrats, but also pioneers in the field of agriculture such as the four people mentioned 
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above, demonstrating that the school contributed to the modernization and development of 
agriculture during the Meiji period in terms of production and technology. 
Chapter 4 focuses on the practice of agricultural improvement by farmers who were 
influenced by Sen Tsuda and Gakunosha, including readers of the "Nogyo Zasshi", and as 
an example, discusses the activities of the Matsumoto Agricultural Association, a local 
agricultural association formed in 1880 by a group of wealthy farmers in the Matsumoto 
area of Nagano Prefecture. The association played three roles: (1) management of the 
agricultural experiment station, (2) activities as an agricultural discussion group, and (3) 
management of the school. Of these, this paper focuses on the activities and results of the 
trial production of Western vegetables and fruits at the agricultural experiment station. 
Although there was a period of stagnation in the latter half of the 1880s due to the rural 
depression caused by the austerity measures (Matsukata deflation) imposed by Masayoshi 
Matsukata, who assumed the post of Lord Finance at the end of 1881, the year after the 
association was formed, the association continued to produce Western vegetables and 
fruits until it was dissolved around 1897. The association contributed to the spread of 
apple, Western grape, and potato cultivation in the Matsumoto area, demonstrating that it 
had no small influence on the development of local agriculture. 
As mentioned above, the introduction of Western vegetables and fruits in Japan was 
pioneered by Sen Tsuda, who began cultivating them in 1869, except for Yokohama, which 
was the opening of the port of Yokohama, and its surrounding farming villages, where the 
cultivation of Western vegetables began immediately after the opening of the country at 
the end of the Edo period. Sen Tsuda founded Gakunosha in 1875, and with the aim of 
improving and modernizing Japan's agriculture, he introduced Western agriculture and 
agricultural science through the operation of the Gakunosha Nougakkou, the publication 
of "Nogyo Zasshi", and mail order sales of seeds and seedlings. Among these 
enlightenment activities, the spread of Western vegetables and fruits were particularly 
important in the pursuit of a shift from the small-scale, main grain agriculture of the past 
to commercial, diversified agriculture, the realization of a wealthy nation through this 
shift, and the improvement of the lives of the people and farmers. 
As I mentioned in the introduction, conventional studies of modern Japanese 
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agricultural history have focused on the changes in agricultural policy and the role of the 
agricultural bureaucrats involved in those changes, as well as the modernization and 
improvement of agricultural methods and the achievements of old farmers and modern 
agricultural scientists involved in those changes.However, there are many unanswered 
questions about the influence of indigenous agricultural enlighteners and enlightened 
agricultural societies such as Sen Tsuda and Gakunosha on Japan's agricultural 
affairs.Therefore, this study attempted to examine the activities and roles of Sen Tsuda 
and Gakunosha in the early Meiji era. The activities of the graduates of Gakunosha 
Nougakkou were followed up to the later era in order to clarify the influence of their time 
at the school. 
The activities of the Gakunosha lost their original role as an enlightened association, 
which is the subject of this paper, due to the change in policy of encouraging agriculture 
from the mid Meiji 10s, the rise of the idea of protecting small farmers, and the activities of 
modern agricultural scientists such as Tokiyoshi Yokoi and Tsuneaki Sako from the Meiji 
20s. However, its activities continued, and it continued to publish the "Nogyo Zasshi" until 
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なお，研究を遂行するに当たり，平成 29年度・同 30年度の 2年間に渡り，東京農業大学総
合研究所大学院博士後期課程研究支援制度（No.46404775H）の助成を受けました。ここに謝
意を表します。 
最後に，何よりも学部卒業後 2年弱勤めた前職の会社を退職し，大学院に進学することに理
解を示し，博士前期課程から通算 7年にも及ぶ大学院生活を支えてくれた両親にも感謝の意を
表します。 
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